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昭和 42 年 1 月 25 日
学位規則第 5 条第 2 項該当
イノシン・アデノシン・アデニンの角膜代謝におよぼす








が， この低温中でも長期( 7 日 --10 日)になるとかなりの代謝が行なわれるために ATP レベソレは減
少する口














ホモジネートに種々の添加物を試み， 370C で反応させ， トリクロール酢酸で除蛋白後，無機燐，
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L1 7P. 代謝終産物である乳酸の変動をみた。








いずれも惨透圧は 310 mOsm になるように調製したo
][.成績
1 .まず，ブドー糖のみを加えたホモジネートを 370C， pH 7.2 で反応させると，無機燐は反応後
約 6 時間まで急速に増加した。
乙れは L17P をはじめ有機燐の分解によるものと思われる。
2. つぎに上記のプドー糖のほかに種々の添加を試みて 3 時間反応させた。
1 )まずイノシンのみを添加した場合は無機燐の減少はみられたが ， L17P 乳酸の形成は少なかっ
た。この場合の無機燐の減少はイノシン+Pi→リポース-1-燐酸+ヒポキサンチンとなったための
ものと思われる口
2 )これに対しイノシンとアデニンの両者を添加すると L17P ， 乳酸がともに著明に増加し，無機燐
が減少していた口
これはアデニンの添加によって AMP， ADP が産生され，その結果，反応がスムースに進行したも
のと考えられるが，これらのことから ATP レベルは上昇しているものと思われる。












1 .牛角膜上皮ホモジネー卜を 370C で反応させると無機燐が著明に増加し ， L17P が減少した。こ
れにたいし，ホモジネートにイノシンあるいはアデノシンと，アデニンを添加すると無機燐は著明に
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全層角膜移植を成功させるためには角膜の ATP レベノレを保つことにより vitality を維持すること
が重要であるが，保存液中に ATP を加えても細胞膜を通過しにくいため効果は現れにくい D 本論文
では牛角膜上皮ホモジネートと牛強角膜片を用い， 370C において無機燐， L17P， 乳酸値を測定するこ
とにより ATP レベルの維持にイノシン，アデノシン，アデニンが有効であることを明らかにしてい
る。また実際に保存する 40C においても長時日になると同様の効果のあることを認めている。さら
に兎摘出全眼球の角膜ω}J~潤に対しても有効であることを認めている。このようにイノシン，アデノ
シン，アデニンを保存液に添加することにより保存角膜の vitality の低下を抑え，角膜の長期保存を
可能にし，全層角膜移植の成功率を高めるなど角膜移植術の発展に貢献すると乙ろ大である。
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